
９月 子育て支援センターだより  ２９号 

たけのこ 

 

子育て支援センター    たけのこ    9:00～16:00 

二村台１丁目２７番地（共生交流プラザ「カラット」内）月～土 

                 TEL０５６２－８５－１５０１ 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  
 

 

 

 

暑い日が続きますが、トンボが飛んでいたり、夜の風は少し涼しく

感じられるようになったり、季節の変わり目を自然が教えてくれてい

るように感じます。まだまだ外遊びは厳しい日中は、子育て支援セン

ターで遊びませんか。スタッフや子育て中の仲間が待っています。 

子育て支援センターは、いつも子育て中の親子の応援団です。 

 

 

２０24 年 

☆ 子育て相談（来所による相談） 

お子さんを遊ばせながら、スタッフがご相談を受けます。 

電話での相談もおこなっています。 

 ＊相談専用電話 

     080-9275-2474 

子育て相談を行っています 

豊明市外の利用者の方へ 

☆ 豊明市外の方のご利用は事前申し込み制です 

ご利用日の前日から、申し込みができます。（各回５組）   .

電話番号   ０５６２－８５－１５０１ 

《行事予定》  

 

3 日（火） ふぁみさぽ説明会 
１０：３０～１１：３０ 

＊申込制 5 組 

 ９日（月） 
たのぱく講座 

「離乳食 正しく知ろう  

食物アレルギー」 

とにとクラブ栄養士会による講話と相談 

１０：３０～１１：３０  

＊申込制 10 組 

１０日（火） 食事の相談 ９：００～１１：５５栄養士がいます 

１１日（水） 
はじめまして 

赤ちゃんの会 

１３：３０～１４：２０ 

＊とよあけ予約サポートで申込 

＊R6 年 4 月生まれのお子さん対象 

１２日（木） 
ぴよぴよ広場 

（旧０歳児集まれ） 

１３：３０～１４：２０ 

＊申込制 １０組 

＊５～１１か月までのお子さん対象 

１７日（火） 
ファミリークラス 

（サポート編） 

１３：２０～１４：３０ 

＊事前に子育て支援課に予約が必要 

２４日（火） 

食事の相談 ９：００～１１：５５栄養士がいます 

にこにこ広場 

1０：００～１１：００ 

＊申込制 10 組 

＊1 歳以上のお子さん対象 

＊９月２日（月）より申し込み開始 

２５日（水） 育児相談 
1０：０0～1１：００ 

＊事前に子育て支援課に予約が必要 

２７日（金） 読み聞かせ 
１１：００～１１：２０ 

＊プレイルームにて 

３０日（月） 離乳食講習会（前期） 
①13:10～13:5５ ②14:30～15:15 

＊事前に子育て支援課に予約が必要 



 

【利用時間】 

 

 

 

Q：1 歳を過ぎた我が子が最近、おもちゃを投げることが多くなり 

困っています。どうしたらいいですか。 

 

  A：おもちゃを乱暴に扱ったり、誰かに当たったりしないか、心配 

されているのですね。 

おもちゃにこだわりがまだない頃だと思いますので、投げても 

大丈夫なおもちゃに替えたりするのも一つの方法です。 

 当たったら「痛いよ」と言ったり、痛い表情を見せたりするなど、

言葉と表情で気持ちを伝えていくことで、だんだんと理解してい

くと思います。 

 また、気持ちを切り替えることも手段の一つです。別の遊びに誘

って、楽しい経験を一緒にしていくことで、少しずつ人との関わ

り方も知っていけると思います。 

  

 

利用時間 

９:00～10:2５ 

10:30～11:5５ 

13:00～14:2５ 

14:30～15:5５ 

※各時間帯利用人数は、安全に過ごしていただくため、 

２0 組程度の利用とさせていただきます。 

あなたの ？ にお答えします 

 

  

 《 利用者の声 》 

初めて⽀援センターを利⽤したのは娘が 5 ヶ月のときでした。 

利⽤したい気持ちはずっとありましたがいつから⾏っていいのか、

どんなところなのか、他のお⼦さんやお⺟さん⽅と馴染めるのか、

不安でなかなか利⽤できずにいました。そんなとき、同じ月齢の

親⼦が集まる『はじめまして赤ちゃんの会』を⽀援センターで受

講できることを知り参加しました。そこで先生⽅が優しくしてく

れて、いつでも来てね︕とお声かけしていただきこれからも利⽤

したい︕と思い今では週 3 ⽇程利⽤しています。 

 最初は不安に思っていた他のお⼦さんやお⺟さん⽅とも、離乳

⾷のアドバイスをもらったり育児の便利グッズを教えてもらった

り他愛のない話もしたり、自分のリフレッシュの時間にもなって

います。 

 ⽀援センターをほぼ毎⽇同じ時間に利⽤することで自分も⼦ど

もも生活リズムができたのも良かった点だと思っています。また、

今の月齢でどのような遊びが合ってるのか、どんなことができる

のか、初めての⼦で不安も多いなか先生⽅にはたくさん相談に乗

ってもらっています。 

 最初の不安はなんだったのだろう︖と思うほど⽀援センターに

遊びに⾏くことは生活の⼀部になっています。 

 

                   ⺟ N・S 

                    ⼦ A・S（1 歳）  

 

利用者の声は、 

「リレー」されて 

いるよ。次はあなたに 

バトンタッチかな？ 


